
｢多い農家人口｣をち ｢多い農業従事者｣を意味するのではな く,鼻家内の ｢多い非農業従事者｣を意

味している｡

新田開発時代vcをち 三富新田が周辺地域に強い影響を与えたが,現在.ち 三富地区をとり囲む鉄道沿

線の周辺地域から強い影響を うけている｡現在のところ顕著なのは,鼻家内の質的変化であるカ1 近い

将来三富地区が景観的にも全 く変容することが十分考えられる｡大型住宅団地の造成がきっかけとなり,

純農村から, 東京-の通勤住宅都市-と著 しい変容を遂げた福岡町の例喘 三宮地区の今後の変容を考

える上で,参考vcなると思 うo

茨城県古河市の地理学 的考察

山 口 とも子

卒業論文 として調査 ･考察を行った地域は,茨城県西端の古河市である.関東平野のはば中央に位置

する古河市は,人口約 5万人,面積21.03km,2の′J､規模な地方都市である｡ しかし歴史の古いこの都

市は,古 くから経済 ･文化の中心地であるか,近年東京の勢力圏の増大とともvc,東京圏の一都市とな

りつつある｡

このたびの考察は, 自然的および歴史的基盤の上に,今日の古河市の都市機能の現状を調査すること

を目的とし,主 に東京の勢力がそれらvcおよはす影響vc注目した｡

古河市は,戦前まで茨城県でも屈指の工業都市であったが,今日の主な機能は商業である｡ 従 って,

商業機能から, この地方のnodalregion としての性格の把握と, また東京商圏の影響を考察の

pointとした ｡

研究対象は,古河市域vcみられる自然･人文のすべての事象としたが, 自然環塊 歴史的背景tも 市

の発達の基盤として略述するにとどめたO

古河市は,関東構造盆地底付近K位置しているが,北からのぴる台地上vc位置してお り,その土地の

生産性は低い｡南を利根川,西を渡良瀬川vc境されているが,台地上rc位置するためそれらの河川の洪

水が古河市vc及ぼす影響は少なか ったが,水上交通の面で 市の発達VC大いVC貢献 した｡ しかし今日で

Cも この両河川は,交通の支障となっている｡

歴史をふ りかえると, 15C半～ 16C末 にかけての公方時代が最も盛えた時期であり,当時の古河

は関東の政治･文化の中心であった.江戸時代vc利根川の改修が行われ,その結果 今日のような河川

に囲まれた土地 となり,古河の勢力圏は縮小 された. しかし河岸場として, また奥州街道の宿場 として

盛え,明治になると,製糸業が興 り,その隆盛は,第2次大戦まで続いた｡

このような基盤を明確vcする一方 市の構造を,土地利用の形艶 ^ロ密度,建築率vcより明らかに

し,主なテーマとする,市の機能の考察の導入とした｡

今 日の古河市与も ^口VCおいては,北関東的性格からの脱皮すなわち着実な人口増加がみられたが,-
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これか直接市の発展に結びついていないことは,鉄道の定期利用者数の増加vc示されていた｡人口の産

業構造では,二次産業従事者か最も多 く示 されていたか, この定期客の増加からも, 古河市の主な産業

は,第三 次産業であることが判明する｡

商業機能は,小売業か主であり,隣接諸都市の中では企業化が進んでいた｡

商業圏はアンケー トvCより決定 したか, その決定基準は, 客観性に乏 しいが,隣接 ･二次的隣接町村

を対象とし,その中でランクづけを行い,最下位のものを除外する方法をとったOアンケー トの種類は

3つあ り, その うち, この考察では市の商工会議所のものを中心にし,他を参考vcした. その結果,県

境にある行政的影響,利根川の分離性がみられた｡

これは,パス路鞄 運行本数にもあらわれてお り, 10年前のそれと比較すると,北と東-紘,のぴ

ているが,南-は縮′J､されていることがわかった｡

一方このような勢力圏をもつ,古河市の商業は,古河市民の購買力の東京-の流出かみられ, 内側か

らゆらいでくるようすもみられるためその将来は容易でない｡

以上すべての機能に東京の影響かみられたか,それか年々増大 してゆ く中で,単なるBed.townと

ならないための方向は整備計画VC示 されるようvc,総和村 との合併vc兄い出されるであろ う｡

長 野県 白馬村地域の

地理学的考察
高 木 道 子

白馬村は,長野県の最北西艶 北アルプス白馬連峰の山麓一帯を占め,気候的vcは高冷地 としての性

格を持つ,耕地vcは狭い限界 (耕地率7.1%強 )を有する村である｡

現在,産業別 vcは農業就業人口か60%以上で,農村 として位置づけられようが, その割合は全国的

な傾向vc加 うる観光経営拡大という近年の動きから,減少の一途を示 している｡

農業の内部は全村的にはは水稲単作経営であるが,歴史的には,古 くより水稲を中心とした主穀農業

が主流であったとはいえ,現在のような商品的主穀農業が営まれる以前は①近代以前より大正時代に至

るまでは農耕用ということを主目的 としつつの馬生産,②大正より昭和30年頃までの問は,戦時中を

除き, 副業的な養蚕業, と収入の道を求めていたのである｡ そ して昭和 30年以降,農地の基盤整備,全

県的な水稲栽培技術の革新 観光経営-の傾斜等vc伴なって,水稲作一本 とする商品生産かすすめられ,

現在vc至 ったのであるが,水稲作-の一本化vcは,農業を行 う上での自然vcも交通にも恵まれなかった

ことが結果 しているとい うこともあろう｡

さて一方,増加の一途をたどる観光vc関する経営について, この村の ｢観光地としての利用度の変遷｣

とい う形でその足どりを辿ると,ほほ4つの時期vc分けることが出来る.つまり①近代以前より明治末

期に至 るまでの観光地 としての利用ゼロの時軌 ②大正より昭和戦時捧制に至るまでの,近代登山ある

いはスキー導入 とい うものが進展し普及し,白馬山麓が観光地として歩み出した時期であり,観光経営
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